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3.11と子どもの本の作家たち。現代を代表する絵本作家たちが描く、震災をめぐる或る日の記憶。『翻訳できない世界のこと
ば』のイラストブックシリーズ。やらかい～かたい、小さい～大きい、いろんな本があるほうがフェアとしていいかなと思いまし
た。

大学」だからこそできた真摯な研究、フィールドワークの成果だと思います。消費され尽くした美談としての復興物語とは異
なる、当事者にとっての「生」と「死」は、この先もずっと続いていくものだと思い知らされます。

出たときに独特のルポ（ノンフィクション）として話題になった本です。震災で亡くなったひとの思い出を心に刻み込む＝死者
とともに生きていく人たちのさまざまな「現場」の報告で、東北学院大の学生たちの労作としても評判に。私は読んでいない
んですが、ぽつぽつ動くたびに気になってきた本なので、推します。16年～21年で6回転（外売移動含む）、BPOSで刊行後2
年間で100店舗400冊余。そして、いまだに読まれ続けているというのがこの本の力なのだと思います。

 

今、あなたが守れる〈持ち場〉はありますか？ 東日本大震災で被災した人々が「なぜ困難を乗り越えられたのか」を、希望
学の視点で読み解きます。市役所の職員、避難所で過ごした市民、地元企業の経営者など、釜石市で被災された様々な立
場の方々のオーラルヒストリー（実体験）は、「人が強くなれる」理由を教えてくれます。

単行本タイトルは『震災編集者　東北のちいさな出版社＜荒蝦夷＞の5年間』。東北のちいさな出版社から、日本全国の“被
災地”へ―東日本大震災の大混乱のなか、社員わずかふたりの仙台の出版社・荒蝦夷が決意したのは、地元の“声”を編
み、全国へ、そして未来へ発信しつづけることだった。単行本も文庫もそれほど売れてはいませんが、どういう本かを知った
ら手に取るひとが増えるかも。大きな災害の直後でも、長く続くコロナ禍の下でも、本や書店が不要不急のものではないと思
う・考えるひとたちがたくさんいるということに、じんわり感動。荒蝦夷は伊坂幸太郎のエッセイ集『仙台ぐらし』（集英社文庫）
の親本を出した版元です。

 

東京に住む主人公の悠は震災直後、仙台の家族を心配しつつも都会と地元の温度差に戸惑う。誰かの何気ない言動が自
分の心をヒリヒリさせるときがある。そんな被災地の外で悩み続けている人たちを代弁してくれる小説。

 

想像したら聞こえてくる、生物と死者をつなぐラジオ。祈るような気持ちで読み進めたことを覚えています。小説だけど、2015
年文庫化で今の学生は知らない人もいるかも。

去年の今頃。ドラッグストアからトイレットペーパーがなくなって、この小説を思い出しました。ほぼ全編、ケニアの話ですが、
震災後読んだ小説の中で私が最も、心に刻み付けた「学び」は、この小説の終盤にほんの少し登場する、被災地の光景か
ら得たものです。

3･11を機に故郷・広島へと移住した著者。震災とは直接関係のない部分が多いですが、何かをする・考える・表現するにつ
け、常に震災のこと・原発のことがチラつく様が、3･11後の「日常」を物語っていると思います。同著者の『すべてがちょっとず
つ優しい世界』（講談社・品切れ重版未定）と併せておすすめします。

刊行当初は動き結構ありました。現在は置いていない店舗も多いかもしれません。

日本の出版用紙の約4割を作る日本製紙。その基幹となる石巻工場の被災から復興を描いたノンフィクション。「紙の供給を
止めない」ため目標を掲げ立ち上がる人びとの姿に、人はこれほどにも強くなれるのかと胸を打たれます。

本作の著者・いとうせいこうと哲学者・作家の佐々木中による、打合せなしの即興小説『Back 2 Back』（河出書房新社）も、
現在品切れ重版未定で手に入りにくいですが、おすすめです。


